
町の世帯と人口（2月１日現在・住民基本台帳）（ ）の数字は前月比

● 世帯数　10,504世帯  (-1)
● 人口　　24,533人　  (-5)
　男 12,216人（+7）

　女 12,317人（-12）

出生　　　  6人 (    0)
死亡　　　31人 (-  4)
転入　　　73人 (+26)
転出　　　53人 (+  1)
その他　　  2人 

赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃんこんに
ちは

お姉ちゃんが大好きで仲良く遊んでいます。
すくすく育ってね。

父
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侑之介くんは…

く
　　ん

ゆう   の    すけ
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令和３年７月２０日生

広
報
那
須
を
よ
り
良
い
広
報
紙
に

す
る
た
め
、
身
近
な
活
動
・
情
報
の

提
供
や
、
広
報
紙
に
対
す
る
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
る
広
報
モ
ニ
タ
ー
。

新
し
い
コ
ー
ナ
ー
の
提
案
や
、
紙
面

作
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
▼
３
月
号
で
は
、
４
名
の
広

報
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
広
報
紙
や
町
に
対
す
る
提
言
を

紹
介
し
て
い
ま
す
（
24
ペ
ー
ジ
）
▼

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
想
や
地
域

の
情
報
な
ど
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電

子
メ
ー
ル
で
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
▼
４
月
号
か
ら
は
、
新
し
い

表
紙
シ
リ
ー
ズ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
集
や
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
ほ
か

に
も
、
偶
数
月
号
に
掲
載
し
て
い
る

福
島
県
西
郷
村
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
や
、

裏
表
紙
の
「
那
須
町
と
近
現
代
の

人
々
」
な
ど
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
町

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
え
る
内

容
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
▼
さ
て
、
御
用
邸
所
在
地
友

好
都
市
協
定
を
結
ん
だ
神
奈
川
県
葉

山
町
の
広
報
葉
山
３
月
号
で
、
静
岡

県
下
田
市
と
那
須
町
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
下
田
市
の
美
し
い
海
や
ペ

リ
ー
ロ
ー
ド
、
那
須
町
の
茶
臼
岳
や

ロ
イ
ヤ
ル
ロ
ー
ド
な
ど
の
写
真
が
ク

イ
ズ
形
式
で
掲
載
さ
れ
、
両
市
町
の

広
報
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の

魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
広
報
葉

山
３
月
号
は
葉
山
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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か
っ
こ
う

３
月
号
は
前
号
か
ら
引
続
き
、

寄
居
地
区
の
松
本
兄
弟
を
紹
介
し

ま
す
。

松
本
武
雄
（
１
９
０
２
〜
１
９

７
９
）
は
、
教
員
・
那
須
町
教
育

長
や
助
役
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

昭
和
４
年
に
27
歳
の
若
さ
で
湯
本

小
学
校
（
旧
那
須
小
学
校
）
校
長

に
就
任
す
る
と
、
昭
和
４
〜
８
年

ま
で
の
校
長
時
代
、
冬
季
の
体
育

に
ス
キ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
５
年
に
は
、
日
本
を
代

表
す
る
民
衆
派
詩
人
白
鳥
省
吾
に

よ
る
作
詞
、
音
楽
家
・
尺
八
奏
者

の
福
田
蘭
堂
に
よ
る
作
曲
で
校
歌

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

ビ
は
「
那
須
小
唄
」
も
作
詞
作
曲

し
て
お
り
、
永
く
歌
い
継
ぎ
た
い

那
須
町
の
校
歌
・
民
謡
を
つ
く
り

ま
し
た
。　

戦
後
す
ぐ
の
昭
和
22
〜
28
年
に

は
芦
野
中
学
校
初
代
校
長
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
そ
の
間
に
は
校
舎

全
焼
に
遭
う
な
ど
苦
労
を
経
験
し

5

て
い
ま
す
。
昭
和
29
年
に
那
須
町

が
誕
生
す
る
と
、
初
代
教
育
長
・

助
役
を
務
め
、
現
在
に
つ
な
が
る

町
の
行
政
・
教
育
の
基
礎
を
築
き

上
げ
ま
し
た
。

松
本
文
雄（
１
９
０
５
〜
１
９
８

９
）は
、
教
育
者
・
詩
人
と
し
て
活

躍
し
、
詩
人
と
し
て
は
帆
平
と
名

乗
り
ま
し
た
。
現
大
田
原
高
校
在

学
中
か
ら
詩
作
を
開
始
し
、
『
く

ろ
土
』
を
発
刊
し
ま
す
。
そ
の
後

上
京
し
、
現
東
京
学
芸
大
学
を
卒

業
す
る
と
、
教
員
を
す
る
傍
ら
詩

作
を
行
い
、
白
鳥
省
吾
に
師
事
し
、

『
地
上
楽
園
』
の
同
人
と
し
て
編

集
に
携
わ
り
ま
す
。
こ
の
縁
に
よ

り
湯
本
小
学
校
校
歌
は
白
鳥
が
作

詞
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

13
〜
16
年
に
は
『
詩
人
界
』
を
主

宰
し
、
「
日
本
近
代
詩
の
父
」
萩

原
朔
太
郎
を
は
じ
め
、
塩
原
の
泉

漾
太
郎
・
白
河
の
大
谷
忠
一
郎
ら

が
寄
稿
し
ま
し
た
。

戦
後
は
、
日
本
児
童
文
化
功
労

者
を
受
賞
し
、
日
本
定
型
詩
人
会

会
長
、
日
本
詩
人
連
盟
相
談
役
を

歴
任
し
ま
し
た
。
ま
た
寄
居
尋
常

小
学
校
、
芦
野
中
学
校
、
杉
並
区

立
和
田
小
学
校
、
三
鷹
市
立
第
四

小
学
校
の
校
歌
作
詞
も
手
掛
け
て

い
ま
す
。

植
竹
守
雄
（
旧
姓
松
本
）
は
黒
田

原
郵
便
局
長
を
務
め
ま
し
た
。
現

大
田
原
高
校
・
早
稲
田
大
学
を
卒

業
後
、
黒
田
原
郵
便
局
長
と
し
て

地
域
の
逓
信
・
通
信
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
松
本
兄
弟
は
那
須

町
・
日
本
国
内
に
様
々
な
形
で
足

跡
を
遺
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
足
跡

に
つ
い
て
は
今
後
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

那
須
歴
史
探
訪
館
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松本武雄
 (1902-1979)

vol.03

那
須
町
と

近
現
代
の
人
々

那須の歴史

再発見!

松本帆平
 (1905-1989)

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時
募集しています。
詳しくは総務課広報広聴係（☎72-6901）まで。


